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漢語におけるr主 謂謂語句」について(2)





「主謂謂語句」の類型は前号で紹介 した よ うに,r現代漢語語法講話』
(「以下,r語法講話』と略称する)が三種類説を提出して以来,こ れが大
体一つの標準となっているD〔11r文革 。四人組」以降・本格的に論 じたのが
























って,連 語全体が主語に対 して描写 。叙述を行なう。)
とあるよう に,述 語となる品詞を形容詞 と一部の動詞とに限定する。形容
詞の詞性か ら考えるならば,む しろ描写の方に重点が置かれることも当然








ま り,元来はr青年伯一1が対象でな くてはならな いのに・r精力」が対1象
となってしまうわけである・;の 点で・ 日本語のr象は鼻が長 い。」の文














い。」な どの よ うにすれば,理 解す るこ とが で き よ う。r心達心」・r各頭
各」 は ともに,主 語 と賓語が同形に なっている と同時に,連 語の形 で述語
を形成 してい るわけであ る。 これは 日本語の 「彼 は足が棒にな って しまっ
oo
た。」や 「私 は顔から火が出るよ5だ った。」などの慣用表現ともよく似た
■.
構造91であ って,い ずれ も主 体を描写 ・叙 述す る とい う意味ではチ極めて
形容詞的 であ ると言 うことがで ぎる。
第三番 日の ものは,
・分項 列挙,共 同述 悦主悟。囮(項 を分け列挙 して,と もに 主 語 を・説 明 す
る。)
とあ るよ うに,そ の例文では 「是～(的),是 ～(的)」 あるいは 「～的 ～,
～的～」の並列構 文を取 りなが ら,主 語を説明 してい るの で あ る。r}部
分是旧社会迂来,大 部分是新社 会培界 的」 の巾 には,日 本語のr兄 は背 が9●
低 くて,弟 は背が高い。」.と同様の,「対比」の意識が働いている叫 よ うに
じ ●
も思われるが,江 天はそれには触れていない。「是～,不是～」の構 文 で

















2Nx既 非施事又受事,官 不眼V宜 接炭生美系,而 躁"N・V"逮
布整体笈生美系.(Nxが施事 〔主体〕でなくて受事 〔客体〕である時,
それはVと 直 接 に関係 を持ち,.しか も 「N」・「V」全体と関係を持
つ。)








全世界人民 壷 達 堂。
NxNVO.





注 〔1)前号 「漢 語 に お け る 『主 謂 謂 語句 』 に っ い て 」(1)(『ILTNEWS』・Vo.
77,P.64以下)。
(2)原載 『迂 守 大 学 学 振』(1978年),今『現 代 汲 悟資 料逸 翁』(野 常 埼 等 著,甘
粛 人 民 出版 社,1981年6月)に よるg
























⑤ 速今道理,任 何人都能耕得清清楚楚。(このような道理 は,い
り
か なる人で もはっ ぎ りと話す ことができる。)
●
⑥ 党中央事事倣在人民的心玖心。(共産党中央委員会はあ らゆ る
o





い し,教学工作は しっか りや らな くてはならない。後方勤務工作も
●
















































はいずれも賓語の前置 とみなしているが,これぼ全 く妥当性を欠 く己と























今 マス ター して いる人は数入 に とどまらない。)
■
こうした句式をめ ぐって,これまでに大ぎく言って三つの説が提出され










のことを言 う。r游離成分」 といい,r関係語」 といい,と もにそれなりの
理由はあるようだが,前 者には機能的な面での説明に欠けているようであ





今一つは,一 般 の文法書に見 られる 「美 干」・「対干」 といった介詞 の省
略説で あるが,こ れ につ いては,今 は触れ ない。
郡福南 の以上三説 に対す る批判には相当鋭 いものが ある。游離成分説は
最終的 にr在 逮 件事上」 あるいはr美 干達 件事」 と同 じ意味 に取 る以上,
介詞構造 とな って主謂謂語句では な くな って しま う。 また,関 係位説 もそ
れが謂語 の修飾 作用をす る以上,状 語 とな って しまい,主 謂謂語句ではな
くなって しま うと言 う醐 のである。
江天 の第三 の類型 に対す る解説は,前 二類 に比 べて多少明快 さに欠け る
ように思われ るが,・やは り,介 詞 「美干「・「対干」が ついてい るために介
詞構文 とな り,主 謂謂語句でな くな って しま う と か,「這」・「那」 といっ
た限定語が付 くこ とが多 いと説 明する点 では,郡 福南 と同 じである。確か
に,「これ」・「あれ」が付 くことに よって,他 の ど れ で もな いrこ れ」・
「あれ」 であ るこ とを表わ してい ることになる。
一方,孟 維智は次 の諸点を満足する ものを主謂 謂語句 と断定す る(〈4>
で挙げた条件 も含 める。)叫まず,意 味上か らは,
1Nx和"N・V(・0)"具 有被隊 述和 陳 述 的 美 系,即"N・V
(・0)"表示 的内容属 干Nx,対Nx起 描写或説 明的 作 用。(Nxと
rN」・rV」・(rO」)に被陳述 と陳述 の関係があ る。つ ま り,rN」・rV」
・(「0」)の表 わす内容はNxに 属 し,Nxに 対 して描写 あるいは説 明
の作用を起 こす 。)
2Nx和N有 領属美系或全体与部分的美系,如 果 没 有 這 神 美 系,
"N ・V(・0)"就 必須是・卜熟悟 ,或 具有描写性 和 比 喩 性。(NxとN
とに従属 関係あ るいは全体 と部分 との関係 があ る。 もし,こ うした関係
がない時 には,rN」・rV」・(「O」)は必ず熟語であ るか,描 写性 と比喩
性 とを持 たなけ'ればな らない。)
言Nx既 非施事,又 非受事,官 不躁Va宜 接笈生美系,而 眼"N。V
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('0)"逮了整体笈生 美系。(日本語訳 は省略)
4N.和"V(・0)"・ 具有被陳述和隙述 的 美 系。(N.とrV」.・(rO」)
とには被陳述 と陳述 との関係が ある。)
の四つ,形 式方面か らも次 の五点 である。
5采 取"Nx・N・V(。0)"的 洞序 の。(rNx・rN」。rV」・(rO」)
語順を取 る。)
6目在Nx和"N・V(・0)"之 同可 以停頓或挿入状瀟 性 成 分。(Nx
とrN」 。rV」。(rO」)の問に停頓や状語的成分を挿入 して もよい。)
7不 能在Nx和N之 同加皓絢助凋"的"(或 者加了就 改変句子的原
意和結 鈎)。(NxとKと の間 に構造 助詞r的 」 〔あるいは 加 え れ ば 交
の原意 と構造 とが変 って しま う〕 をつけ加える ことがで ぎない。)
8不 能在Nx前 后 加"在 ……中"等(或 者加 了就改変句子 的 原 意 和
結鈎)。(Nxの 前後 にr在 ……中」等 〔あるいはつけ加えれば文の もと
.の意味 と構造 とが変 って しま う〕をつけ加える ことがでぎない。)
9不 能在Nx前 迦 加 介湯"美 干η"対干"等 。(Nxの 前 に 介 詞r美
干」・「対干」等 をつけ圏加 えることがで ぎない。)固
以上の観点か ら見れ ば,江 天の挙げた第二 ・第三類型 の例文 はいずれ も




























⑱ 『波悟屠法鍋要』(原1946年開明書店 ・今,上 海教育出版 ・1982年2月版に
よる)
11の同上






いては,す でに前号で述べたとお りである。体詞謂語句 。動詞謂語句 。形
容詞謂語句そ して主謂謂語句である。それに対 して臼本語の場合は,主 謂
・謂語句に当るものを欠いている。何故ならば,漢 語の主謂謂語句自体もそ
の述語成分 として,さ らに名詞謂語 ・動詞謂語 。形容詞謂語を持っている
のであって・日本語の述語分類の中に特別に主謂謂語句を置かないのも,
それがすでに如上三種の中に包括されているか らであろう。 しか も,漢語
においては,位 置関係が品詞とその職能とを決定するとさえ言えるのに対
して,「は」・「が」 などの助詞の作用が無視できない日本語 とでは,自 ず
か ら差異が出て くるのも当然と言 え る。Nx+N+Vの 形式に合致しさ
えすれば,形式の上からはすでに主謂謂語句が出来上がってしまうと言っ
ても過言ではない。各文法家の理解によって,種 類も広範多岐に亘 り,分
類に煩雑さがつきまとうことについては,本稿を見れば一目瞭然である。
r主語賓語」論争のあと,かなり長期間本格的に手がつけられなかったの
も・恐らくは これによるであろう。単純に図式化すれば,江天が主謂謂語
句を積極的に認め・その種類を増加させる立場に立っているのに対 して,
孟維智はそ うした傾向に対する一種の歯 どめをねらう陣営にいると考えら
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れる。
私自身は日本語の古文の中にr象鼻長 し。」 の構文が存在する以上,古
代漢語にまでさか上ることがでぎるのではないかと推測 している。また,
日本語から漢語へのアプ・一チを試みる時,rは」・「が」 の問題,す なわ
ち既知の情報 。目未知の情報の概念の導入も一つの手掛か りを与えてくれる
であろうが,後 稿を期 したい。
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